外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成27年6月18日（木）　　　司会：佐々木　弘子　　　記録：藤田　孝子

	小笠原
	東
	矢幅
	小嶋
	菅原
	慶長
	鳥谷部
	服部
	戸賀沢
	三浦
	工藤

	業務
	業務
	業務
	業務
	年休
	○
	○
	業務
	業務
	業務
	業務

	會津
	藤田
	川井
	佐々木
	油津
	馬場
	馬渕
	
	
	
	

	○
	○
	年休
	○
	○
	○
	○
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・デイケアの新治療プログラムのテキスト作成について
　6/22(月)16:00からのミーティングの際、テキスト内容の確認を行うので、それまでに作成しておくこと。
　デイナイトケアのプログラムは継続となっているため、担当者は7月分のテキストを作成すること。(締め切り6/22)
・木村美智子様のケア会議について(慶長SGM参加予定)

日時：6/19（金）14：30～15：30　場所：青南病院メンタルケア病棟3階　会議室

＜利用者様情報＞

・磯島　貴広様～本人より「血圧158/126mmHgで、体調が悪いので休みます」と電話連絡あり。朝食後薬に降圧剤は入っており内服したとの事。13:00スタッフより電話し体調を確認。血圧148/102mmHg「少し頭痛があるけど、だいぶ良くなってきました」と話している。無理はせず、ゆっくり休むように伝えると「わかりました」と返答している。
・根地戸　恵様～表情穏やかに他利用者と交流持っているが、「電話番号教えて」「遊びに行こう」等、声を掛けている。時折、表情暗くしてスタッフへ「身体障害者にならないよね？」と話す。何故そう思うか聞くと「不安で。他のスタッフへは話していない」と繰り返し訴えている。午後より、表情明るさありプログラムへ取り組んでいる。不安感の傾聴と他利用者との交流状況を確認しながら、行動の振り返りを行う。
・青木　紀子様～表情冴えずに過ごしている。特定利用者様（根地戸　恵様）との交流はあり、自然な様子だが、「スタッフと昨日決めたのに、プライベートで遊びの誘いがある。夜、あまり眠れていない」と話す。普段であれば、22:00頃には休むが0:00頃でなければ、眠くならないとの事。食事も朝食は摂れず、水分のみとの事で昼食は持って来たと話す。適切な睡眠・適切な食事、静養室での休息を促し、11:00より30分静養室で休んだ後は、幾分表情和らぎ「大丈夫」と話している。

・倉橋　生子様～本日来所時、｢昨日外来に行って、薬が変更になったんだよ｣と話している。（エスタゾラム（2）2Ｔ→レボトミン（5）2Ｔ）。睡眠時間の記録ノートを出し｢昨日は途中で起きたのだけど、また眠ったんだよ｣と話す。スタッフからノートを確認し、9時間10分眠れたことを伝えると「そんなに眠ったんだ」と笑顔見られている。その後の各プログラムなどは、問題なく参加。15:50、他利用者から折り紙手芸のことで話し掛けられたことに対し、｢なに言ってんの、作ったことないでしょう｣と突然怒鳴っている。大声で｢スタッフに可愛がられて！何よあの人！｣などと暴言をはきながら立ち去っている。以後は何事もなかったように運動療法に参加され、表情も穏やかになり落ち着きを取り戻している。上記内容を青風荘へ情報提供を行っている。
・大久保康弘様～昨日帰宅後、眠気もあるが、帰ってから色々やり、22:00に就床し、3:00まで眠ったと話されている。幻聴については、女性の声で聴こえるときもあるが、かなり減ってきている。対話しているような幻聴は、時々今もあると話している。引き続き、本人の訴えを傾聴し、幻聴がひどくなるようだったら、スタッフに相談するよう伝えている。次回受診時に、主治医に今の病状を話すよう伝えている。
・鈴木真知子様～青風荘より情報提供あり。朝食を不食しており、摂取促すも｢なんだか食べたくない｣と話され手をつけられず、水を飲まれている。本日来所前、青陽館ではなく、青山荘方向へ歩いていくのを確認し、青風荘スタッフが追いかけ、行き先を聞くと「散歩に行く」と答えている。その後スタッフ付き添いのもと青陽館へ来所する。来所後は、プログラムには表情冴えないが参加している。昼食は、主食、汁は全量摂取、主菜は2/3摂取。残食の理由や食欲について声掛けすると、対応に素っ気なさが見られている。引き続き利用時の様子を観察しながら所在確認を行っていく。
＜外来情報＞

・坂本　健治様～足のムズムズ感があり、リントン(3)3T 3×1→リントン(1.5)3T 3×1へ処方変更となる。
カンファレンスシート（大釜万知様）

実施日：H27年6月18日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：會津、油津、鳥谷部

検討内容　目標計画の再評価

	氏名
	大釜　万知　様
	性別
	男
	年齢
	39
	生年月日
	S50.9.16

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身に付ける、対人関係を学ぶ

共同生活を覚える、現実的判断を学ぶ、

作業能力・持続性の向上、病識をつける

	本人希望
	自宅での生活に向けて、再発せずデイケアへ通う。

	家族希望
	現在の生活を続ける。

	入院歴
	計5回（最終：H21年4月21日～H25年12月21日）

	通所歴
	　1回目

· 今回：H25年12月24日～現在　　（週3回/火･木･金曜日）

	その他サービス利用
	生活訓練施設「青山荘」入所

	住居：

生活訓練施設「青山荘」入所
	家族構成

父、母、兄、本人



	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳　1級
	受給要件　なし
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）



	備考：特記なし


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自宅での生活に向けて、再発せずデイケアへ通う
	病状を安定させ、生活リズムを整える
	①不安やストレスが感じられる時はスタッフへ相談する。


	①睡眠不足や飲水欲求が強い時はスタッフへ精神症状の変化が見られていないか確認する。スタッフは、精神症状に変化がないか観察・確認する。本人の興味のある活動を提供し、活動性の向上を図り現実に意識を向ける。

	
	
	②自分の体調を知り、スタッフに相談できるようになる。
	②身体的不調がある時はスタッフへ相談する。本人からの相談がない時はスタッフから声を掛けて不安や体調の確認をする。体調を確認する際は、何処がどのように具合が悪いのか具体的な内容で声を掛ける。本人が理解できるような内容でアドバイスする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不安やストレスが感じられる時はスタッフへ相談する。
	・服薬はきちんと行われている様子で飲水欲求はみられない。

・睡眠時間は6時間程（就寝22時、起床4時）

・窓際やテーブルでぼんやりとして過ごしていることが目立っており、活動の参加を促しても首を横に振り「いい」と返答する。また、本人が興味のある活動（レクリエーションのクルポンなど）に関しては、参加することはあるが、日によって拒否し何もせずに過ごしていることがある。

・奇異行為（手を素早く振る）や独語に関しては、以前は掲示板前や作業室でみられていたが、最近では、他者がいる場所やプログラム中に行う様子が見られる。
	・対人交流は単語で話す事が多く、相手に伝わりにくいことがあり、ストレスを抱えることがある。スタッフから具体的に質問して、本人の話したいことを引き出せるよう関わっていく必要がある。
・本人が興味を持てる活動を提供し、無為な時間や幻聴に左右された時間をつくらないようにする。

・睡眠時間や飲水欲求、幻聴の強さ等の変化に本人が気付けるように確認していく。本人が気付けない場合には振り返りを行い、自覚できるように関わっていく。

	②自分の体調を知り、スタッフに相談できるようになる。
	・来所時に検温や血圧測定は自主的に行う。

・不調の訴えはなく、体調はスタッフが確認している状況。体調等について確認すると｢大丈夫｣｢不調とかはない｣と返答している。
	・以前、脱水状態となった事や不調の訴えを自分からしないため、スタッフは本人の様子やバイタルを確認する。必要に応じて、本人に確認する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自宅での生活に向けて、再発せずデイケアへ通う。
	病状を安定させ、生活リズムを整える。
	①精神症状の変化を自覚できるようになる。また、対人交流でのストレスを減らす。
	①-1睡眠不足や飲水欲求などから、精神症状の変化を自覚できるようになる。スタッフは、精神症状に変化がないか観察・確認する。本人の興味のある活動を提供し、活動性の向上を図り現実に意識を向ける。

	
	
	
	①-2相手に伝わるような表現で言葉を伝えられるようになる。スタッフは、伝えたいことを引き出せるよう具体的に問い掛けながら関わっていく。

	
	
	②自分の体調を知り、スタッフに相談できるようになる。
	②身体的不調がある時はスタッフへ相談する。本人からの相談がない時はスタッフから声を掛けて不安や体調の確認をする。体調を確認する際は、何処がどのように具合が悪いのか具体的な内容で声を掛ける。本人が理解できるような内容でアドバイスする。


